
カリキュラムマップ
大阪大学 数理・DS・AIリテラシー教育プログラム

学問への扉

専門基礎
教育科目

l 文理融合に向けての数理科学 II
l データサイエンスの基礎 I
l コンピュータアルゴリズム入門

基盤教養
教育科目

1年 2年 3年 4年

l 文理融合に向けての数理科学 I

l 統計学A-I (人文系）
l 統計学B-I (医歯薬系）
l 統計学C-I (理工系）

l ロボティクスとデータサイエンス
l 心理学とAI・データサイエンス
l データサイエンス×ものつくり

l 統計

全学共通
教育科目

専門科目（経済学部）

必修科目

選択科目
（1科目以上）

修了要件

• 現代のAI技術をその可能性と限界を踏まえた上で正しく理解し、統計情報を正しく
解釈できるデータリテラシーを身に付ける。

• 文系の学生は実社会の問題解決に数理的思考・手法が有効であることを学び，理系
的な発想を加えてデータ・AIを日常生活や仕事等で活用できる能力を身に付ける。

• 理系の学生はデータ・AIを取り巻く社会的課題を理解し、文系の感性をもって数理
的手法を駆使したデータ・AIの利活用を実践できる能力を身に着ける。

学修目標

必修科目（2単位）と選択科目
（2単位）から合計4単位以上
を修得することにより修了証
を授与



取組概要

統計学A-I* 統計学B-I* 統計学C-I* 統計**

文理融合に向けた数理科学 II

データサイエンスの基礎 I

コンピュータアルゴリズム入門

学問への扉：ロボティクスとデータサイエンス

学問への扉：心理学とAI・データサイエンス

学問への扉：データサイエンス×ものつくり

文理融合に向けた数理科学 I必
修
科
目

選
択
科
目

2単位

各2単位

• 数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）
モデルカリキュラム準拠

リテラシー教育プログラム構成科目：

**経済学部専門科目*A：人文系，B：医歯薬系，C：理工系

修了要件：
上記科目から4単位以上。単位取得者には修了証を授与

• 導入・基礎・心得・選択（統計および数理基礎、
アルゴリズム基礎）の内容を網羅

• Eラーニング補習教材完備

数理・データ科学教育研究センター
プログラム運営責任者：鈴木貴（副センター長）

所属教員による講義・教材開発・FD

実施機関

専任教員：12名 兼任教員：69名

数理・DS・AI教育西日本アライアンス
（西日本10大学の部局間協定・大学間共同PBL）

一般社団法人 数理人材育成協会
教材共同開発・社会人教育からのフィードバック

協力機関

MMDSアドバイザリー会議
学内責任者：田中敏宏（大阪大学副学長・理事）

● 近畿経済産業局地域経済部長 ●ダイキン工業（株）社友
●（国研）医療基盤・健康・栄養研究所理事長

学外有識者（令和2年度現在）

評価機関

大阪大学 数理・DS・AIリテラシー教育プログラム



数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム項目
導入 基礎 心得 選択

社会における
データ・AI
利活用

データ
リテラシー

データ・AI
利活用における
留意事項

統計および
数理基礎

アルゴリズム
基礎

データ構造と
プログラミング
基礎

時系列
データ解析

テキスト
解析

画像解析 データハンド
リング

データ活用
実践

科目名

文理融合に向けての数理科学 I    ※必修科目 ○ ○ ○ ○ ○
文理融合に向けての数理科学 II ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
データサイエンスの基礎 I ○ ○ ○ ○ ○
コンピュータアルゴリズム入門 ○ ○
統計学A-I（人文系） ○ ○ ○
統計学B-I（医歯薬系） ○ ○ ○
統計学C-I（理工系） ○ ○ ○
統計（経済学部専門科目） ○ ○ ○ ○
学問への扉（ロボティクスとデータサイエンス） ○ ○ ○
学問への扉（心理学とAI・データサイエンス） ○ ○ ○ ○
学問への扉（データサイエンス×ものつくり） ○ ○ ○

実践型プログラム1 実社会データの活用2 多彩な学習支援3

開講科目

異分野の学生によるプレゼン実習や
グループワーク、セミナー形式での
討論・発表の場を提供。

数理・データサイエンス・AIを文系
と理系の隔てなく、双方の観点から
実践できる科目構成と講義内容。

マーケティング・製造・スポーツ等
の社会での実例を通して、データサ
イエンス・AIの利活用を学習。

履修学生が参加できる企業案件の
PBLを実施。データサイエンス・AI
のビジネス場面での利活用を実践。

必修科目でEラーニング自習教材を
整備し、オンデマンド講義も実施。
全科目でオフィスアワーを設置。

統計関連科目の補習講義の実施。
講義担当教員向けの教材作成とFD
の実施。

授業内容・特色
大阪大学 数理・DS・AIリテラシー教育プログラム



地域連携 産学連携

国際連携

日独6大学アライアンス

一般社団法人
関西経済同友会

一般社団法人
数理人材育成協会

数理・DS・AI教育 西日本アライアンス

MMDS 高大接続プログラム

l 教材共同開発 l 共同PBL

l 大阪府・兵庫県の高等学校に対するデータ
サイエンス教育・課題研究のサポート

l 教材共同開発 l 社会人教育

l 企業ニーズの調査・分析
l プログラムの評価・改善

l データサイエンス・AI分野のワークショップ・
サマースクールへの学生派遣および受け入れ

連携体制
大阪大学 数理・DS・AIリテラシー教育プログラム

データ関連人材育成
関西地区コンソーシアム

l PBL・スタディグループ

データ関連人材育成
プログラム

l インターンシップ
l 企業・大学間交流

l 多数のEラーニング教材共有


